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注 意 事 項

 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

 問題冊子は，�ページ（表紙，白紙を除く）です。試験開始後，確認しなさい。

 解答は，別紙の解答用紙に記入しなさい。

 受験番号は，解答用紙の指定の欄に用紙ごとに正しく記入しなさい。

 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁，解答用紙の汚れ等に気付

いた場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。

 問題は，� から � まで�問あります。すべてに解答しなさい。

 各問題とも必ず解答の過程を書き，結論を明示しなさい。

◇Ｍ２（６４８―４）



� 座標平面において，曲線 C１：y＝ log xと曲線 C２：y＝－ log（x－�）の交点を

Pとし，点 Pの x座標を aとする。以下の各問に答えよ。ただし，対数は自然対

数とする。

 aを求めよ。

 点 Pにおける，曲線 C１の接線 l１と曲線 C２の接線 l２は垂直であることを

示せ。

 �つの曲線 C１，C２と x軸で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。

 曲線 C１，x軸，y軸，およびの接線 l２で囲まれた図形を，y軸のまわり

に�回転してできる立体の体積 Vを求めよ。

― １ ― ◇Ｍ２（６４８―５）



� 座標平面において，定点 A（a，�）と，直線 l：y＝－�からの距離が等しい点

P（x，y）が描く曲線を C：y＝ f（x）とする。以下の各問に答えよ。

 曲線 Cの方程式 y＝ f（x）を求めよ。

 曲線 Cが x軸と異なる�点で交わり，かつ，�つの交点の x座標がともに

正であるとき，aのとりうる値の範囲を求めよ。

 a＝�とする。曲線 C上の点 P（x１，f（x１））における接線を m，点 Aを通り

mに垂直な直線を nとする。また，接線mと直線 nの交点を Qとする。点 P

が曲線 C上を動くとき，点 Qの軌跡を求めよ。

― ２ ― ◇Ｍ２（６４８―６）



� �＜ θ＜�πとする。座標空間内に�点

A（�，�，�），P（cos θ，sin θ，�� sin θ）

をとり，線分 APの長さを f（θ）と表す。以下の各問に答えよ。

 f（θ）を求めよ。

 関数 f（θ）の増減を調べ，関数 f（θ）が極値をとる θの値がちょうど�個存在

することを示せ。

 関数 f（θ）が極値をとる θの値を小さい順に θ１，θ２，θ３とし，そのときの点

Pをそれぞれ P１，P２，P３とする。三角形 P１P２P３の面積 Sを求めよ。

― ３ ― ◇Ｍ２（６４８―７）


